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	スライド番号 1
	 「ＨＡＷＢ情報登録（輸入）（ＨＣＨ０１）」業務  又は「混載貨物確認情報登録（ＨＰＫ）」業務では� 全量到着済でないＨＡＷＢ貨物が存在する場合、不突合情報を出力する。� 現行ＮＡＣＣＳ更改前は、到着便単位にＨＣＨ０１業務、ＨＰＫ業務が実施されていたため到着便単位に� 全量到着か否かを判定し不突合情報が出力されていた。
	現行ＮＡＣＣＳ更改時に、ＨＣＨ０１業務は到着予定便に対して１回、ＨＰＫ業務については実到着便�単位に実施となったため、便単位での全量到着済か否かの判断が出来なくなり、ＨＰＫ業務で入力されたＭＡＷＢ配下の全量未着のＨＡＷＢが全て不突合情報に出力される動作となっている。
	例として、ＨＣＨ０１業務でＭＡＢ００１（スプリットする貨物）に対し、ＨＡＢ００１～００３が登録された場合で、１便目ではＨＡＢ００１の一部（スプリット）、ＨＡＢ００２の全量が到着した場合に、不突合情報ではスプリット貨物となるＨＡＢ００１、到着していないＨＡＢ００３も出力対象となっている。
	ＨＰＫ業務の共通部に「不突合情報出力表示（「△スペース」または「Ｙ」の入力を想定）」を追加する。�①「△（スペース）」の場合はＭＡＷＢがスプリットフルである場合に限り全量到着済ではないＨＡＷＢ貨物を不突合�　情報に出力する。
②「Ｙ」が入力された場合はＭＡＷＢの状態に関わらず現状通り不突合情報を出力する。
　なお、不突合情報に「Ｙ」が入力可能となるタイミングは、ＨＰＫ業務で「ＥＮＤ」入力するタイミングを想定する。
	スライド番号 6
	３．第６次ＮＡＣＣＳにおける対応

